2015年6月17日
大会委員長　大妻女子大学　宮田　安彦
2015年度　余暇ツーリズム学会大会　第3報
時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。
お陰様を持ちまして、2015年度大会の初準備も着々と進んで参りました。
つきましては、会員の皆様に、以下のとおりお知らせ致します。
ふるってのご参加をお待ち申し上げております。
開催日　　　2015年9月5日（土曜日）6日（日曜日）
開催場所　　大妻女子大学　千代田キャンパス（千代田区三番町　ＪＲ市ヶ谷駅下車8分）
統一テーマ　「オリンピック・レガシー
－余暇ツーリズムの観点から、東京オリンピック・パラリンピック2020を活用して
次世代に残すべき無形遺産を探る－」
　
　「オリンピック・レガシー」とは、オリンピック開催国にもたらす長期的、持続的効果をいい、2003年にIOC憲章にIOCがこれを促進することが明記された。
　1964年の東京オリンピック時は公共投資による新幹線や首都高速道路というハード（有形）のレガシーが残され、都市インフラ未整備の状況の中においては肯定的レガシーとして評価されたが、高度成長を終え、成熟国家をめざすべき現在の日本において必要なのはもはやハードではなく、またレガシー創出を公的投資に依存することもできない。2020年以降必要なレガシーは、高齢化社会、文化国家、ソフトパワー、持続可能性といった方向性のなかでソフト（無形）なものであり、かつ市民や企業による創造が求められる。そのような中で、余暇、ツーリズムに関わるものがあるとすれば、それはいったい何であろうか。
当日タイムスケジュール
大会１日目　　9月5日（土曜日）
10：00-12：00　①エクスカーション
　「2020年オリンピック・パラリンピック開催予定地を巡るバスツアー」
（定員あり。事前申込制。最少催行人数に達しない場合、中止となります。参加費3千円程度を予定しています。ツアー内での飲食はありません。以下のコースは諸事情により変更になる場合があります。）
10:00　東京駅八重洲南口先、鍛冶橋駐車場集合　10:10同所発
→レインボーブリッジ
→「東京ベイゾーン」（有明・海の者・夢の島・晴海の新設と仮設を組み合わせた会場・選手村建設予定地）
→ゲートブリッジ　→大型客船が利用する大井埠頭
→「ヘリテッジゾーン」（新国立競技場の建設が進む）
→オリンピックマラソンコース
→大妻女子大千代田キャンパス（12:00着。各自近隣で昼食）
12：30　　　　　　受付開始
13：00-13：50　②会員総会
14：00-16：00　③基調講演
講演者3名（スポーツ研究者、観光政策研究者、行政担当者から各1名）を予定
16：15-18：15　④全体会　ワールドカフェ形式
講演会での問題提起をもとに、会員全員で討論し、余暇、観光の未来（今後の研究課題等）を考える
18：30-19：45　⑤懇親会　（発表）
大会２日目　　9月6日（日曜日）
9：30-15：00　 ⑥研究発表
参加費
会員4,000円、大学院生2,000円。別途懇親会費5,000円
エクスカーション参加費　別途3000円程度の予定
今後の予定
7月10日　　参加（エクスカーション等）、発表エントリー締め切り
別途申込用紙に記入の上、提出をお願いします。
8月10日　　研究発表予稿提出締め切り
